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岨圃台
の
衡
を
三
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女
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鞠
遭
い
ス
ピ

ー
ド
で
療
定
す
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ま
ど
き
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珍
週
中
映
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明
快
な
混
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本
の
資
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が
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開
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し
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草
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有
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の
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置

主
演
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由
起
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思
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女
の
子
な
ら

"
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経
・
の
あ
る
・

飯
田
績
の
心
と
き
め
い
た
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の
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を
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に
す
〈
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と
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繍
い
た
作
品
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光
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従
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少
年
と
少
女
の
鋪
愛
初
値
が
鎗
綱
な
映
像
と
青
海
と
で
三
傭
泣

か
せ
る
作
品
に
仕
上
が
っ
た
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台
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話とり

1960年代欄ま拘スイス19-., がそうであったように、 二F

年代被顕までの宮城県仙台市にも、映画は根づいていなかっ

た。 この場合の映画というのは自主製作活動における映画の

ことで、自主上映についド込月_0)1の活動を中心に、か
ては、地元町糊語圏情報紙ι2 ・JてIなりバラエティー1;:

富んだプログラム由溜まれてはいた。 そして、この裏表わず

かー頁の月珊鮒lこ鵬し、その自社般潤泊して映 』 - 2 
でる吠守司・'，;]1:1車m・ ， > 事 名

画の魅力を教えられた数名の映画凶者たちの 8 ミリ・キャメ 1.;.明司・Fe潔益翻，A;.{ 鞠
日

;!こけしカマボザサニシキlJEr盤墨守
の国宮減県に、真に映画古寝生することになる。 まるで60年富也剣圃・箇~・・・圃・ ぞ --. . 

附粛のパリにおいてと同じようにー刷醗凶して実作『摂守唄彊凶圃.. 主 . - ・
活動古購してきたのである。 恥 ぬa・園間 ﾌv 1 ・

司.

もちろんそれ以前にも各大学内て句サークルJト般人たちの中で、 8 ミ台'-Z~二歩~にもウロー.

リを織っている樹立いTゐだが仙台における 8 ミリ製作活動が首都溜のY・'.， �:-R ズ・アγプ ・

されるきっかけになったのは、 1985隼 PFF'85において、入選向晶14本のうち 2 本を仙台 8 ミリ.
が占め唱法制されて峨であれ哨惜たねはそれぞ鳩ったゴ伝:
という明書す一事一道を進みながら 8 ミリを撮り続け、今回の上映会はこ人にとってー--'" J • 

声、、hの東京における本格的な上映盆正旧日ムであっつt字二三区三嵯孟なものであったかを報・

.0. -:/の機会となる。 この三年間がおお崎川たか、'1'1 λ品弓克告する絶好のチャンス . • であるというわけたお

..........“--K?・"ロヶ・止すP女の肉体の運動詑お::
一\\-以訟ω ーつねに女明生を主役喧ぴ、倣たちを心理においても棚上で f

t町-...----問問嶋田盟副・も移動させ制対比する。 そのた制肱たちは肉酬にも映画の士

空始めカ峨りまて働きつづけること由要求杭その運動を+全1こ­
.h;lラにおさめるため闘し古糊されることになる。刊略目

:しっ放山;ね混ELUゴ
2 いうことで、二百人近い女肝たちの内地岨まれ砂抗出る Z
.~舗への主必-tr閥、酬の一人を除きすべ T
• 'l'Yr ., -.Jノ、../ .7、ての出，賞者が刻主だというこ '

::13ミリ版宝塚映画lrも楽しめると :

• クマガイコウキは大掌時f切、ら自分とその周辺を見つめた私的色S白書

彩の」量い映画を撮ってきたがJ吊首寝太郎の青春氏、今まて句"司

人映画祭虚構のドラマf?と、よ
新Lム、苅旬へ踏み出した。 付Uま常本とは対楠旬に、作品を構成す

る要素を自己の内J，..，そのため、撮影由、ら音楽まで、 スタ ッ フ

{鵬、ら取り出そうとY"~。的なすべてのパートを自分一人で行いも

するのだ古川~l~口径金王，への抜き総い雪持1も見え陰れし、
一方では 訓巴轟 1 1=1....日柑河、その意味で、 『肉体の刊をモチ

ーフにして一人の女の半生を個人映画的に諮るという新作 『立った

まま眠叫に滞情する。 ・• 以上、ユがあた州山台 8 ミリの憾であるかのよ浦を進めてきたけれど:
も、もとよりこ人の立場も作風回掠にあり、その州制改らざるを.

も仙台自主触画状況の中では、芳セサ別"えないところに、現在の仙台 8 ミリの.

あヤうさ怠:fた訟:弐:J忍之;主二弓1怠二:去民i1.討?怠;2:
か p こ辻とIは晴ま措曾わ刷な飢Lい州、

'-' もに今後一層の充実を、 一一A

入ほ期待L'('L ''50 1êω由帥今矧回酌の
一上般は、 「仙台を代表する

こ人の作劇という意味で 唱.，U '2. ...... 
はなくて、 「仙台はこんな... " VU'J 、

、 な監督も生み出せるんだよ上映J

会j くらいにとっていただきがζ句、。

ピ
丸
ビ
カ
念
の
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ピ
丸
ビ
カ
で
し
ょ

稲
川
方
人
E
Z
E

と

ピ
カ
ピ
カ
念
の
、
ピ
カ
ピ
カ
で
し
ょ
。
こ
ん
会
歌
(
徳
丸
純

子
司
同
行
k
p
Z
(
いと
)
誰
も
知
ら
会
い
。
誰
も
知
ら
会
い
こ
ん

を
歌
を
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
タ
イ
ト
ル
に
流
し
て
、
常
本
琢
械

は
平
然
と
し
て

『に
っ
ぽ
に
l

ず
・
が
l

る

』を
終
わ
ら
ぜ
る

。

こ
の
歌
が
気
に
入

っ

た
。
誰
で
も
、
気
に
入
る
。
こ
の
歌
が

気
に
入
る
の
は

『に
つ
ぼ
に
l

ず
・
が
l

る

」
の
女
の
子
た
ち

が
い
い
か
ら
だ
。
ピ
ン
ク
の
パ
ン
ツ
を
は
い
て
、
坂
道
で
躍

り
だ
ナ
と
、
懐
し
い
映
画
が
匂
っ
て
き
て
、
議
で
も
、
気
持

が
楽
に
念
る
。
女
の
子
た
ち
は
み
ん
念
、
懐
し
い
映
画
を
述

れ
て
、
常
本
琢
相
舗
の
画
面
に
n
mっ
て
き
た
。
『じ
よ
し
こ
う
騎

兵
隊
だ
っ
」
の
女
の
子
た
ち
も
、
映
画
聞
の
春
休
み
を
述
れ
て
、

川
を
渡
っ
て
倍
、
っ
て
き
た
。
女
の
子
た
ち
は
み
ん
念
、
自
分

が
映
画
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
念
ぃ
。
そ
の
ま
ぶ
し
い
ズ
レ
を
、

常
本
琢
招
は
追
い
か
け
る
。
追
い
か
け
る
こ
と
は
映
画
を
探

ナ
こ
と
と
同
じ
こ
と
だ
と
、
ほ
ん
と
う
に
ぼ
く
た
ち
は
知

っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
・
な
に
か
を
追
い
さ
え
す
れ
ば
映
画
を
探

す
こ
と
に
を
る
、
と
信
じ
て
い
る
だ
け
ヒ
ャ
念
い
だ
ろ
う
か
。

追
い
つ
け
を
い
ズ
レ
の
ま
ぶ
し
さ
を
、
常
本
琢
招
の
両
.
曲
ほ
、

は
っ

き
り
と
自
覚
す
る
。
ピ
カ
ピ
カ
念
の
、
ピ
カ
ピ
カ
で
し

ょ
、
と
歌
う
戸
ほ
ほ
ん
と
う
は
映
画
の
声
を
の
だ
。
こ
の
歌

を
く
ち
ず
さ
め
ば
、
懐
し
い

「映
画
問」
が
そ
こ
か
し
こ
に
光
り

だ
す
だ
ろ
う
。

8

ミ
リ
は
い
ち
ば
ん
小
さ
を
映

一肉
の
7

ォ
!
?
ヲ
ト
だ
け

れ
ど
も
、

8

ミ
リ
映
画
は
、
回
開
る
こ
と
が
で
き
会
い
大
き
を

映
画
の
敗
北
の
・
ウ
ァl
ジ
ョ
ン
で
ほ
会
ぃ

。

そ
の
こ
と
を
、

ぼ
く
た
ち
は
い
ま
こ
そ
よ
く
知
ら

4
往
け
れ
ば
念
ら
念
日
ド。

ク
烹
刀
イ
ヨ
ワ
キ
〈
患
い
・

2

常
本
琢
招
つ
ね
も
と
た
〈
晶
君

13草
す走詣
?る亙
Z た

ほ

ぴ
あ
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
お
に

『に
っ
ぽ
に
l

ず
・
が
l

る

」
で
入
選
し
、
全

国
自
主
映

一剛
界
に
そ
の
名
を

轟
か
ぜ
た
峡
両
作
家
、
常
本

琢
鰯
を
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

鎖
凶
尚

一
監
怖
を
通
し
て
で

あ
っ
た
。

鎖
西
尚

一
と
聞
い
て
何
も

ピ
ン
と
来
ま
い
人
は
、
自
ら

の
映
画
的
感
性
が
現
在
と
果

て
し
念
〈
遊
厳
し
て
し
ま
っ

て
い
る
事
を
、
深
〈
恥
ヒ
て

し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

に
つ
か
っ
ロ
?
ン
ポ
ル
ノ

最
晩
期
作
品
静
の
念
か
で
も

ひ
と
き
わ
光
輝
〈
傑
作

『ロ
リ

i

1
9

・
エ
ク
ス
タ
シ
ー
肉
ぁ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
­

さ
り

』
(
・
∞
吋
)
で
世
の
注
目
を
化
さ
ぜ
た
人
物
こ
そ
が
、
当
た
、
女
子
高
生
同
志
の
友
情

拍
車uり
、
現
夜
、
叫
制
作『ホ
テ
ト
の
常
本
琢

M
m
4誌の
で
あ
る
。

と
ほ
ど
れ
ほ
ど
に
ま
で
深
川
ド

ル
天
使
恥
辱
の
民

」(
・g
)が

『に
っ

ぽ
に
l

ず
・
が
l

る

」

も
の
念
の
か
、
と
い
っ
た
テ

符
側
中
の
新
入
、
鎖
西
尚

一
『

女
'
M生
街
紀
子
の
日
記

』

!
?
が
語
ら
れ
て
い
念
い
わ

ば
、
こ
う
し
た
ジ
ャ
ン
ル
か

『ヒ
よ
し
こ
う
騎
兵
隊
だ

っ
』

け
で
も
念
い
だ
ろ
う
。

ら
設
場
す
る
有
望
企

J

抽
出
が
、
と
続
く
い
わ
ゆ
る
「
女
子
高
生
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
越
え

け
Q
L

・
-
渋沢
治
守
旧
防

五
三
前
作
」
は

、

三
日
・
い
?
・
.
、
，
・

7

h
b
h

ド
バ
け
=
\
い

-A
O

行
で
尽
き
て
し
ま

っ

た
わ
け
た
だ
た
だ
映
画
の
み
を
過
激
除
、
他
念
ら
ぬ
作
荷
白
身
の
、

で
ほ
念
い
こ
と
を
、
向
ら
か
に
愛
し
て
し
ま
っ
た
人
物
に
映
画
へ
と
向
け

ら
れ
た
常

品
開

に
宵
司け
し
て
い
る
。
よ
っ
て
減
ら
れ
た
に
ち
が
い
を
途

L
4
A
U仰
で
は
-
な
い
だ

そ
し
て
そ
の
新
作

『ホ
テ
ト
会
い
、
と
維
を
も
納
得
さ
ぜ
ろ
う
か

。
こ
こ
で
の

k
f

尚

ル
天
使
恥
辱
の
民

』
で
、
監
る

h
Mに
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る

。

生
た
ち
は
、
場
所
を
速
く
移

行
の
片
・
腕
と
し
て
俳
優
淡
出
こ
こ
に
は
纏
か
に
矢
子

-
M

動
す
る
べ
く
走
っ
て
い
る
の

か
ら
美
術
、
は
て
ほ
出
演
ま
生
が
抱
え
る
思
春
期
特
有
の
で
は
ま
く
、
ひ
た
す
ら
映
画

で
、
人
削
六
刊
の
活
雌
を
し
、
悩
み
が
語
ら
れ
て
い
念
い
わ
へ
と
い
う
信
仰
を
体
現
す
べ

作
品
の
崎
想
性
を
更
に
肥
大
け
で
は
を
い

。

あ
る
い
は
ま
く
走

っ

て
い
る
の
だ
。
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